
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域おこし協力隊が企画した 室根山のあそびかた 10/25  

飛ヶ森キャンプ場の利活用策として多くのヒントが！ 
  
飛ヶ森キャンプ場を会場とした室根山利用促

進イベントが 10 月 25 日に開催されました。 
このイベントは、一関市室根町で地域おこし

協力隊として活動する青木拓也さん（大東町出
身）が企画・実施した地域おこし事業で、当日は、
芝生を利用した遊び、竹あかりワークショップ、
クローラーパーク、キッチンカーやマルシェの
出店など様々なイベントが繰り広げられました。 
来場者数は、行事との競合やクマ出没の影響で 50 人弱と少し残念でしたが、飛ヶ森キャンプ場の特性

を生かした利活用策として多くのヒントがありました。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

飛ヶ森キャンプ場 １２月から４月まで冬期間の閉鎖！    
    
今年も大勢の来場者で賑わいを見せた飛ヶ森キャンプ場は、

11 月 30 日で今シーズンの利用が終了しました。12 月以降

は冬期間の閉鎖となりますので、ご理解のほどお願いします。 
来シーズンの利用は、4 月中旬に予定する「キャンプ場びら

き」以降となります。 
     

冬の交通事故防止県民運動 
 R7.12.15～R7.12.24（10日間）  
運動の重点：①スピードダウンの徹底 

 ②高齢者と冬休み中の子どもの 

交通事故防止 

 ③飲酒運転の根絶 

 ④冬道用タイヤ装着の徹底 

スローガン： 『飲む前に 

  車じゃないよね？再確認』 

【東磐井地区交通安全協会奥玉分会】 
   

年末年始における地域安全運動 
R7.12.15～R8.1.3（20日間）  

運動の重点： 

①特殊詐欺の被害防止 

 ②鍵かけの励行 

 ③子どもと女性の犯罪被害防止 

 

【千厩地域防犯協会奥玉支部】 

※ 奥玉地区防犯パトロール隊では運動期間中「特別パト

ロール」を実施します。 
    

令和７年１２月中旬～令和８年１月初旬の主な行事予定 
日 曜日 時間 行 事 内 容 場 所 等 

15 月 14:00 年末年始特別警戒活動出動式 千厩警察署 

15 月 16:00 特別警戒活動奥玉地区出発式・安全安心ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ点灯式 奥玉駐在所駐車場 

17 水 9:30 あらたま水曜塾～おとな版⑤「そば作り教室」 奥玉市民センター 

20 土 9:45 ひびきクリスマス会 NPO 響生ホール 

22 月 19:00 奥玉振興協議会専門部会④「あらたま談義③」 奥玉市民センター 

26 金 17:15 令和 7 年仕事納め 奥玉市民センター 

   12/29～1/3 年末年始閉館日  

５ 月 9:00 令和 8 年仕事始め式 奥玉市民センター 

14 水 9:30 あらたまウォーキング「町下・橘城・沢前コース」 町下会館集合 
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おくたま歳時記 里神楽 さとかぐら
奥玉地区民芸大会では、毎

回のようにプログラムの最後
を飾る演目として神楽が上演
されています。古事記や日本
書紀に登場する「八岐大蛇」（ヤ

マタノオロチ）伝説やスサノオ
とクシナダヒメのエピソード
が分かれば神楽「大蛇退治」も
興味深く見られるかもしれま
せん。神楽は冬の季語 
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 第６３回奥玉地区民芸大会は今年も盛会裏に開催 R7.11.16 
「演芸発表会」・「あらたま作品展」とも
大勢の来場者で賑わい 
    
演芸発表部門 恒例の奥玉地区民芸大会は、昭和

40 年に第１回大会が開催され、今年で第 63 回を数え

ました。“昭和 100 年～おくたまの秋～”をテーマに

11 月 16 日に開かれた演芸発表会には、舞踊や神楽、

コーラス団体や自治会チームなど 14 団体 148 名の

熱演・熱唱に約 400 人の来場者がありました。 

発表会では、中学生のボランティアも場内アナウン

スや司会などに協力、役員スタッフの手際良い運営で

プログラム通り進行。コーラスや演奏、踊りやダンス、

校歌や応援歌など出演団体と観客席が一体となった場

面も多くみられました。 

また、特別出演の「一関 時の太鼓顕彰会」の皆さんの勇壮な太鼓演奏も会場に響き渡り、若きリーダー

の率いるバチさばきに来場者から大きな声援が送られていました。 

出店関係では、キッチンカーや露店のほか、小学６年生によるチャレンジショップ、おくたま農産、ひび

きコーヒーなどの出展ブースも賑わいを見せていました。 

 

 

 

 

     
 
あらたま作品展 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
   
また、11 月 10 日から開かれた作品展示部門「あらたま作品展」には、盆栽・陶芸・絵画の特別展示を

始め、自治会やサロン活動など 422 名の皆さんから大小約 800 点の作品が寄せられ、約２週間の期間中、

延べ約 430 人が来場し共に盛会裏に開催されました。 

作品の出展や出演並びに大会の準備から運営全般にわたりご協力

頂きました多くの方々に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

  令和８年「奥玉地区新年交賀会」のお知らせと参加者募集 ＊＊＊ 
    
新年を共に祝い、地区民の親睦と交流を図ることを目的に『奥玉地区新年交賀会』開催します。 
みなさま、お誘いあわせのうえ、多数ご参加下さるようお知らせいたします。 
❖日 時／令和８年 1 月１７日（土曜日） 午後 2 時～午後 4 時 30 分 
❖会 場／マリアージュ ❖会 費／5,000 円 ❖申込期限／令和８年 1 月９日(金) 

 ❖申込先／奥玉市民センター 電話 0191-56-2950 ❖その他 別途配付予定のチラシをご覧ください。   

“笑顔と自然”あふれる奥玉 ～守り・創り・

－４－ 

特別出演「一関 時の太鼓顕彰会」の皆さんの演奏 
 

－１－ 

（写真は、今年の奥玉神楽同好会 
「大蛇退治」の一場面） 

「あらたま作品展」の開場式テープカット 市民センター館内の展示コーナー 

演芸発表会出演の皆さん 

芝生で遊ぶ親子やラジコンクローラーパークで楽しむ参加者 

「飛ヶ森」5 月連休の賑わい 



 

 

 

 

   顧問 菅原一郎氏が高齢者叙勲「旭日単光章」受章     R7.1１.1２ 
 

 奥玉振興協議会第３代会長で現顧問の菅原一郎氏が、令和７年９月１日付けで高

齢者叙勲「旭日単光章」を受章されました。菅原氏は千厩町議会議員・副議長や奥

玉体育協会長、交通安全協会奥玉分会長、奥玉愛林公益

会長など数々の役職を歴任されております。 

伝達式は、11 月 12 日に市役所千厩支所で行われ、

菅原由幸支所長から勲記と勲章が伝達されました。 

 高齢者叙勲は、満 88 歳に達した功労者に対して授与

される勲章で、春秋叙勲とは別に毎月１日に発令されま

す。奥玉地区での受章者は、平成 27 年 11 月受章の佐

藤初雄氏（元町議会議員、故人）以来となります。 
    

奥玉市民センター消防訓練 民芸大会の開催を前に実施、約 30名が参加 11/13 
   
奥玉市民センター（ふるさとセンター、維新館、おくらんど）の消

防総合訓練は年 2 回計画実施しており、今年度２回目が 11 月 13
日に行われました。 
この日は、開催中の「あらたま作品展」

の来場者や「奥玉地区民芸大会」の会場準
備係の皆さん約 30 名も参加して、消防訓
練が行われました。警報器・非常ベルの鳴
動や館内放送による避難指示、避難誘導な
どのほか消防署への連絡通報、初期消火訓
練も行いました。 
 

奥玉地区交通安全・防犯関係表彰受賞者合同祝賀会 ３２名が出席 1１/2７ 
 
交通安全協会奥玉分会（藤原幸夫分会長）と防犯協会奥玉支部（菅野孝支部長）の主催による令和７年

度の交通安全・防犯関係表彰受賞者の合同祝賀会が、11 月 27 日に及善別邸ザ・エスプリを会場に関係者
32 名の出席で行われました。 

   
今年度の優良運転者表彰や防犯功労者表彰の受賞者は 12 名

で、この日は、吉田進さん、藤野裕さん（ともに交通栄誉章緑十

字銅章）や菅野孝さん（防犯栄誉銅章）など 7 名が出席。 

一関市長代理の菅原由幸千厩支所長や東磐井地区交通安全協会

の佐藤修蔵会長などから来賓祝辞があり、花束贈呈と乾杯の後は、

参加者それぞれが交流しながらテーブルスピーチなどで受賞を祝

いました。出席した受賞者７名からは、それぞれ挨拶や今後の抱 

負などが述べられ受賞の喜びを新たにしていました。 
 
 

 

 安全安心部会イルミネーション点灯式  1２/１ 
 今年度も奥玉市民センター前庭にはイルミネーションが点灯中
です。当協議会の安全安心部会（小野寺公子部会長）の提案で、令
和４年から始まった「地域の安全・安心」を願う取り組みは、少し
ずつ拡充し５年目を迎えました。 
 この日は、運営委員会・生涯学習推進員合同会議の終了後、全員
前庭に集合し、小野寺部会長の合図で点灯式を行いました。 
年末年始の地域安全運動とも連携したこのイルミネーションは、

1 月下旬まで点灯されています。 
 

櫻森神社例大祭 恒例の「神輿渡御」町下・天ヶ森地内を巡行  R７.11.2 
     
櫻森神社恒例の例大祭「神輿渡御」が、数年ぶりに 11 月 2 日の

午前中に行われました。 

 秋晴れのこの日は、神社での祭典奉仕

の後、町下地区と天ヶ森地区内を神輿が

巡行し、川原町、林ノ沢観音堂、両地区

の集会所など 8 箇所で祈願や参拝が行

われました。この内、天ヶ森会館では地

区民 25 名ほどが集まり、奥玉宮司の祝

詞奏上に次いで、参加者がそれぞれ「家

内安全、身体健康、無病息災」などをお

祈りしていました。 
    

ＪＡ女性部千厩中央支部 健康寿命１００歳プロジェクト「料理講座」 １１/６
   

 JA いわて平泉女性部千厩中央支部（千葉睦子支部長）の料理講

座が 11 月６日に奥玉市民センターで開かれ、奥玉地区の女性部

員など 12 名が「免疫力を高める食事」について学びました。講

師は、厚生連管理栄養士の藤原綾子さんが務め、「白菜の豚肉巻

き」「さつまいもご飯」「かぼちゃのチーズ茶巾絞り」など 5 種類

の献立に挑戦。 

 同女性部では、「運動・講義・料理」をテーマに“元気 100 歳”

をめざした活動を展開しており、千葉支部長は「少しでも生活の

中で潤いになるよう活動に参加し、地域の力となる貢献をして欲

しい」と参加者に呼びかけていました。 
 

吉田歯科クリニックと地域医療を考える懇談会 ＊＊＊ 
❖ 訪問診療や休日診療に必要なスタッフの養成や確保が課題    １１/18  

 
 奥玉に開設し 20 年となる吉田歯科クリニック（吉田文和院長）と

地域医療を考える懇談会が 11 月 18 日奥玉市民センターで開かれ、

関係者が歯科診療の現状や今後の課題などを話し合いました。 

 懇談会には、当振興協議会のほか市役所千厩支所や市議会議員、

NPO 法人、市民センターなどから 9 名が出席。吉田院長から患者の

動向・推移のほか、訪問診療や休日診療に取り組んでいる歯科の現状

報告があり、医療介護従事者の養成や確保など地域医療の課題等につ

いて意見交換が行われました。 

吉田院長からは、奥玉地域で引き続き地域医療に貢献していくため

に必要なスタッフ（歯科衛生士など）の充足のため、情報提供等の協

力要請がありました。 
 
     

花貫自治会 合同研修旅行「塩竃神社と松島遊覧船の旅」  １１/２３ 
     
花貫自治会（村上達男会長）等三団体合同の研修旅行が 11 月 23

日に塩竃市・松島町方面を会場に 27 名の参加で行われました。 

 同自治会では、会員の親睦と交流を兼ねた研修旅行を例年実施し

て来ており、今年は「塩竃神社参拝と松島

遊覧船の旅」として開催。一昨年は「金華

山の参拝コース」、昨年は「宮古うみねこ

丸」で名勝「浄土ヶ浜」を周遊するコース

と三年連続の乗船の旅となりましたが、観

光物産館やさかな市場、道の駅での見学や

買い物なども好評の様子でした。 

 

－２－ －３－ 

「料理講座」参加の皆さん（奥玉市民センター） 

「地域医療」について懇談・意見交換 
（奥玉市民センター） 

挨拶する総代長の菅原一郎さん、参拝する氏子の皆さん（天ヶ森会館庭） 

研修旅行参加の皆さん（松島「五大堂」前） 

菅原支所長（左）から伝達を受け、勲記を手にする菅原一郎さん 

初期消火訓練と消防訓練に参加した皆さん（市民センター前庭） 

花束を手にする受賞者 7 名の皆さん 

受賞者の吉田 進さん、藤野 裕さん、菅野政彦さん、千葉文彦さん、菊地節子さん、藤野清貴さん、菅野 孝さん（写真左より） 


